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 ◇ 公開シンポジウム「黄砂および大気汚染物質の越境輸送問題」の開催
   （ご案内）
 ◇ 公開シンポジウム「アジアにおける持続可能な水資源管理(Sustainable
　　Water Resources Management in Asia)」の開催について（ご案内）
  
+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++

■-----------------------------------------------------------------
　公開シンポジウム「黄砂および大気汚染物質の越境輸送問題」の開催
 （ご案内）
------------------------------------------------------------------■

　黄砂の発生が2000年以降、非常に多くなってきている。また近年工業地域
からの大気汚染物質が、中国大陸から韓国、日本等に越境輸送される現象も
増加している。空気が清浄とされる長崎県五島列島では光化学オキシダント
が、沖縄県本島でも水銀の濃度が上昇するなどの観測結果が報告されている。
　これら黄砂を含む風送大気物質の輸送問題について、最新の情報を収集す
るとともに、シンポジウムにおいて活発に論議して提言資料とするため、シ
ンポジウムを開催いたします。

　◆日　　時：平成21年2月20日（金）10:00～17:00
　◆場　　所：おきでんふれあいホール
　　　　　　（〒900-8522沖縄県那覇市旭町114-4、098-867-3241）
　◆講　　演：
　　第１部　（10:00～12:00）
　　　日本学術会議農学委員会風送大気物質問題分科会シンポジウム・科研
　　　費「DNA黄砂」研究会シンポジウム
　　10:00～10:10　開会挨拶
　　　　真木太一（日本学術会議会員・風送大気物質問題分科会委員長、
        琉球大学農学部）
　　　　座長：礒田博子（日本学術会議連携会員、筑波大学北アフリカ研究
　　　　センター）
　　（１）黄砂粒子の最表面状態
　　　　八田珠郎（国際農林水産業研究センター）
　　（２）中国甘粛省敦煌の黄砂特性および寧夏自治区霊武の無潅水植林効果
　　　　真木太一（　同上　）
　　（３）中国ゴビ砂漠付近の砂塵嵐と九州地方の黄砂観測について
　　　　早川誠而（日本学術会議連携会員、山口大学名誉教授）
　　　　座長：八田珠郎（国際農林水産業研究センター）
　　（４）日本における黄砂由来口蹄疫ウィルスのDNA鑑定に関する研究
　　　　山田パリーダ（筑波大学北アフリカ研究センター）
　　（５）黄砂の発生における病原菌及びアレルゲン物質の移送に関する研究
　　　　礒田博子（　同上　）
　　第２部　（13:00～17:00）
　　　日本学術会議農学委員会風送大気物質問題分科会シンポジウム・日本
      沙漠学会冬季シンポジウム
　　13:00～13:15　開会挨拶
　　　　真木太一（　同上　）
　　　　座長：青木正敏（日本学術会議連携会員、東京農工大学大学院共生
　　　　科学技術研究院）
　　13:15～13:35
　　（１）沖縄の黄砂
　　　　栽吉信（沖縄気象台）
　　13:35～14:35
　　（２）東アジア起源の黄砂の長距離輸送と気候インパクトについて
　　　　三上正男（気象庁気象研究所）
　　14:35～14:55　休憩
　　　　座長：早川誠而（　同上　）
　　14:55～15:30
　　（３）中国北西部の黄砂発生気象特性と最近の黄砂観測
　　　　杜明遠（農業環境技術研究所）
　　15:30～16:15
　　（４）東アジアにおける越境大気汚染について
　　　　高見昭憲（国立環境研究所）
　　16:15～16:55
　◆パネルディスカッション（総合討論）
　　　　座長：鈴木　義則（日本学術会議連携会員、九州大学名誉教授）
　　16:55～17:00　閉会挨拶
　　　　真木太一（　同上　）
　　18:00～20:00　交流会
　　　　交流会開催場所：サザンプラザ海邦（那覇市旭町７番地）

　【参加申込方法】
　　シンポジウム参加（無料）・交流会参加（有料：6000円）の申込：
　　参加申込期限：2009年2月10日（火）
　　参加申込先：〒903-0213沖縄県中頭郡西原町千原1番地
　　　　　　　　琉球大学農学部　真木太一
　　　　　　　　Tel・Fax：098-895-8784
　　　　　　　　E-mail：maki1944@agr.u-ryukyu.ac.jp

　　詳細については、以下のＵＲＬ（日本学術会議ＨＰ）を御覧ください。
　　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/70-s-2-2.pdf
　
　【問い合わせ先】 　
　　日本学術会議事務局第二部担当　小川
　　Tel：03-3403-1091


■----------------------------------------------------------------- 
  公開シンポジウム「アジアにおける持続可能な水資源管理(Sustainable
  Water Resources Management in Asia)」の開催について（ご案内）
------------------------------------------------------------------■

◆日　時　平成21年2月27日（金）　9:30～18:00
◆場　所　日本学術会議講堂（東京都港区六本木7−22−34）
◆主　催　日本学術会議国際委員会
◆共　催　地球環境戦略研究機関 (IGES)
　　　　　東京大学サステイナビリティ学連携研究機構
　　　　　東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻「共鳴型アジア環境
　　　　　リーダー育成プログラム」
　　　　　アジア学術会議共同プロジェクト”Sustainable Water Resources 
　　　　　Management in Asia”
◆定　員　200名　同時通訳付き
◆参加費　無料（事前申込制）

　詳細は、以下のホームページを御覧ください。
　http://www.env.t.u-tokyo.ac.jp/swm/index.html

　問い合わせ先
　「アジアにおける持続可能な水資源管理シンポジウム」事務局
　Tel & Fax: 03-5841-6244
　E-mail: swmsympo09@env.t.u-tokyo.ac.jp


********************************************************************
　　　　　　学術情報誌『学術の動向』最新号はこちらから
　　http://www.h4.dion.ne.jp/~jssf/text/doukousp/2009-01.html
********************************************************************

====================================================================　
  　日本学術会議ニュースメールは転載は自由ですので、関係団体の学術
　誌等への転載や関係団体の構成員への転送等をしていただき、より多く
　の方にお読みいただけるようにお取り計らいください。
  　また、日本学術会議協力学術研究団体の指定を受けておられる学協会
　におかれましては、メールアドレス、事務局及びその所在地、電話番号、
　ファクシミリ番号、ホームページURL等に変更がありましたら、事務局
　（p228@scj.go.jp）まで御一報いただければ幸いです。
====================================================================
　発行：日本学術会議事務局　http://www.scj.go.jp/
  　　　　〒106-8555  東京都港区六本木7-22-34　　
